
ウクライナ社会政策大臣ほか政府関係者による
国立職業リハビリテーションセンター視察

令和7年7月14日（月）、JICA（独立行政法人国際協力機構）の招きにより
ウクライナから来日中のオクサナ・ジョルノビチ社会政策大臣ほか6名が
国立職業リハビリテーションセンターを視察されました。

ウクライナでは戦争被害により障害のある方が急増して
おり、障害者の自立生活支援・雇用促進支援に大きな
課題やニーズがあります。
今回、当センターにおける日本の先進的な
職業リハビリテーションの状況をご視察
いただきました。

JEED輪島理事長（左から5人目）とジョルノビチ社会政策大臣（同6人目）


